
ました。そ うした ら、 この川 でお昼 に しよ う と決

まりま した。私 は、や ったあ と思 い ました。 も う

少 し先 に行 き、 また戻 って来て、食べ る ことに し

ました。

少 し歩 くと、妹が大 きな カタツム リを持 って来

ました。妹 が、手で カ ラを持 っている と、力 を入

れたので、 カ タツム リの カラを割 って しまい まし

た。妹 はび っ くりして、 カタッム リを落 としま し

た。私 は、落 ちたカ タツム リを拾 って、石 の上 に

乗 せ ま した。 カタツム リの カ ラは、 ぐ しゃぐしゃ

だ ったけれ ど、中身 は、きずがつ いていない ので、

少 しか わいそ うだけれ ど、 カ ラをとって しまい ま

した。 その カタツム リを石 に乗 せ、 さっ きの川 の

所 まで持 って行 き、その石 ご と、川 の近 くに置 き

ま した。

お昼 は、 おに ぎり と卵 で した。 おに ぎりの中身

は、1つ 目は うめ、2つ 目はかつ おで した。卵 は

塩 をつ けて食べ ま した。 歩い た後 の食 事 は、 とて

もおい しか ったです。 その後、 おか しを食べ ま し

た。川の近 くで食べ ま した。

川 に石 を投 げ、遊 び ま した。

川 に石 を投 げ て遊 んで いる と、お兄 ちゃん によ

ばれ ま した。 なにか と思 い、行 って みる と、大好

物 のキ ュウ リを くれ ま した。お兄 ちゃん と知 り合

いの人みたい で した。

食事 が終 わる とす ぐ帰 りま した。

家に着 いて、 どっ とつかれが 出 ました。 で も、

とって も楽 しか ったです。

ポ プ ラ

國兼 治徳

北 海道 にはポプ ラが似合 う。夕暮 れ時 の北大 の

ポプ ラ並木 は、見 る角度 によ って素晴 ら しい景観

である。学生 時代 、南 門のす ぐ近 くに部屋 を借 り

ていた私 は、 さ したる用 もない のに理学 部裏 の並

木 をよ く見 に行 った。 しか し、正面 で見る並木 は

遠 景の それ と趣 を異 にする。 いつ も並 木の 問の小

路 を暫 く歩 いて引 き返 した。 それで も1・2回 は

並木 のはずれ まで行 った ような気 がする。

夏休 みに弟が遊 びに来 た時 、連 れだ ってポ プラ

並 木 を見 に行 った。 暑 い 日で構 内 はい つ に な く

賑 っていた。 いつ もの よ うに途 中か ら引 き返 して

来 た ら、黒 めのスー ツを着 た婦人達 とすれ違 った。

上 品な感 じだ った。多分 、観 光で見 えたのだ ろ う

ぐらい に考 えた。

「今、宮様 に会 わなか ったです か。」

と、男 に突然尋 ね られび っ くりして しまった。 ま

ごつ いている と、男 は急 いで後 を追 いか けて行 っ

た。 そ う云 えば秩 父宮妃殿 下が来札 して いる と新

聞 に報道 されて いた。私 は はか らず も宮 様 とすれ

違 った らしい。昭和29年 頃の話 である。

ポプ ラにつ いては もう1つ 思 い出が ある。昭和

14年 、私 は今 の岩見沢市 に隣接 す る北村尋 常高等

小学 校へ入学 した。 その年 の夏休 み前 、ポ プラの

枝 に跳 びついて右肩 を脱 臼 して しまった。夕方帰

宅 した父 はす ぐ私 を自転 車 に乗せ 、岩見沢 の病 院

へ連 れて行 った。今 と違 って自家用 車が あるわけ

で な く、片 道12キ ロの砂 利道 を 自転 車 を こいで

行 った。途 中、千 問通 りとい う人家 のない原野 の

中 を走 った。狐 が出 る と噂 され ていた ところで あ

る。

薄明 りの乾 電池 だけがた よ りだった。 しか し、そ

うまで して病院 に行 ったの に、その時 は治 らず、

夏休 み に滝川 の祖 母 の 許 か ら毎 日整 骨 院 に通 っ

た。 それで もはか ばか しくな く、更 に岩見 沢の町

立病 院で治療 を受 け、よ うや く治 った。子供が成

長 して一 人前 になる まで には、 いろいろ なこ とが

あ る。私 の よ うにあ ま り変化 のな い人生 の中 にも、

多 くの人の恩恵 を受 けて今 日に至 って いる。思 え

ツ リバナ
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ば夜 道 を自転車 で病 院 へ連 れて行 った父 の行 為

は、親で なければ出来 ない ことであ ろ う。

ポ プラ並木 は、札 幌市 内だけで もあち こちに見

られる。屯 田の創成 川沿 いや真駒 内、羊 ヶ丘通 り

と、道路 の片側 に植 栽 されている。 さっぽろ文庫

の 「札幌 の樹 々」 の巻 末 にある街路 樹 々種別一 覧

(昭60)で は、本数 で10位 にラ ンクされ ている。

道内各地 の様 子が不 明なので比較 で きな いが、市

内 には60種 以上 の街路樹 があ る と同書 で村野氏 が

述 べて いるか ら、街路樹 と しての利用価 値 は高 い

と判断で きそ うであ る。 ヤナギの仲 間だけ に成長

の早 いのが利用 される理 由の1つ で あろ う。

ポプ ラは英語 で、語 源 はPopulus(ハ コヤナ ギ属)

で ある。1963年 度 版"Americana"に はハ コヤナ

ギ属 に35種 ある と記載 されて いる。 この うち手 許

の図鑑 と共 通す るのは5種 で ある。即 ち、

学 名

Populusalba

P.nigra

P.nigravar.italica

P.deltoides

P.maximowiczi

英 名 和 名

Whitepoplarギ ン ドロ

Blackpoplarア メ リカヤマナ ラシ

Lombardypoplarセ イ ヨウハ コヤ ナギ

Cottonwoodナ ミ キ ドロ

Japanesepoplarド ロ ノ キ

である。 ポプ ラの愛称で親 しんで いるのはセ イ ヨ

ウハ コヤ ナギ であ る。Lombardyは イ タ リア北 部

の地名 である。そ のせ いか イ タリアポ プラ とも云

う。

先 日、真 駒内 の並 木 を見 に行 った。 ところが下

枝 はす っか り切 り払 われ、見 る影 もな い。殆 ど坊

主の状態 の樹 もあった。ポ プラ と云 え ば、 ほ うき

を立て たよ うな樹 形 と印象づ けられていた だけに

が っか りした。 勇定 にはそれな りの理 由はあ ろ う

が、瘤 だ らけの姿 は異様 だ った。数枚 の葉 を採集

す るのに苦労 した。 ただ、

「街並木瘤 りゆ うりゆ うと北風宥 す
」

の句 にぴった りで あった。 これは滝川市 の運動公

園内 にある石 黒白秋氏 の句碑 の句 である。勿論 、

石黒氏 は冬景色 を作 句 されたの だろ うが。

札幌 の高校へ転勤 して車 を持 つ よ うにな って か

ら、家族 をつ れて北村 の当時住 んで いた辺 りを見

に行 った。 しか し、す っか り様変 りを していた。

小 学校 は移 設 してモ ダンな校舎 にな って いた。 旧

校 舎の位置 も決め かねて、通 りが か りの老人 に尋

ねたら、場所を示す碑 を教えて くれた。大 きな自

然石に 「小学校跡」 とだけ刻印されていた。私が

住 んでいたのは2年 半程で、住宅は校舎のすぐ近

くにあったが、今は民家が並びわからなかった。

又、ポプラの樹 もなかった。父の自転車で通った

千間通 りは舗装 され、原野 は農地に変 って昔 日の

おもかげはどこにもなかった。それにしても岩見

沢 までは車で も結構な道のりだった。自転車 をこ

いだ父はどんなにか苦 しかっただろう。私は何回

も車 を止 めて子供達にこの道の思い出を話 した

が、感傷的になるのは私だけであった。

・ク ノレ!ヤ'、

砺!篭 々〃点o面 セ②血,あ 獅{,ク1.

ク ル マ バ ソ ウ'
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